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これまでに報告されている日本国内20遺跡出土の旧石器時代人骨について，総括を行った．遺

跡は，本州・四国・九州に11遺跡が， また沖縄県に9遺跡が分布しており，北海道及び東北地方

には分布していない． 人骨の残存状態では，全身骨格が発見されている港川及び下地原洞穴以外

はどれも一部分心か出土していない．人骨と石器が伴出するとされたものは，鹿野川・聖嶽洞穴.
、．

岩戸・山下町第一洞穴の4遺跡であり， 人骨と骨器が伴出したものは， 山下町第一洞穴・ゴヘズ
、

洞穴・ピソザアブの3遺跡である．人骨ではないとの疑いがもたれているのは，葛生及び牛川の

2遺跡があげられた． 旧石器時代ではないとの疑いがあるものは， 日本橋・泊洞穴・明石・夜見ヶ

浜・聖嶽洞穴・岩戸・桃原洞穴の7遺跡があげられた．鹿野川遺跡については詳細が不明である．

放射年代が報告されているものは，浜北・三ヶ日・山下町第一洞穴・港川・下地原洞穴・ピソザ

アブの6遺跡しかない． これらの遺跡で発見された人骨は， 分類学的にはすべてがホモ・サピエ

ソス（〃りﾉ蛇0”坤蛎）である．現時点で， 旧石器時代人骨を含むと考えられるのは，葛堆・浜北・

三ヶ日・大山洞穴・山下町第一洞穴・港川・上部港川・カダ原洞穴・ゴヘズ洞穴・ ‐ﾄ地原洞穴・

ピソザアブの11遺跡から出土した人骨である．
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はじめに

日本では, 1949年に群馬県の岩宿遺跡で旧石器が発見

されて以来， 旧石器時代が存在したことが確認された．そ

の後，各地で旧石器時代の遺跡が発見されており，現在で

はその数は約4,500ヶ所にも達するという （岡村, 1999).

日本考古学の分野では，文化遺物に関する詳しいまとめ

がある （小野・春成・小田, 1992). 日本の旧石器時代人

骨のまとめは，研究報告（水野， 1997；小片保, 1981 ;

佐倉, 1983 ;SuzuKI, 1975． 1982ab)¥, リスト (BABA

&NARAsAKI, 1991;小片丘彦, 1981 ;沖縄県文化振興会・

公文書館史料編集室, 1998; ONo･ODA･MATsu'uRA,

1999), あるいは年代論を主としたもの（松浦, 1984 ;

MATsu'uRA, 1999;松浦・近藤, 2000)がある． しかし，

リストに挙げられていないものや，詳しい紹介が無いもの，

人骨の写真が無いもの等も多い

海外においては， 古人骨に関する詳細な研究書（中国科

学院古脊椎動物与古人類研究所, 1987;DAY, 1986;Wu

&OLsEN, 1985 ;Wu&PoIRIER# 1995)やカタログ

(GAMBIER&HouET, 1993 ;OAKLEY・CAMPBELL ･

MoLLEsoN, 1971 ． 1975･1977 ;ORBAN, 1988･1989 ･

1990･1991;ULLRIcH,1992 ;Wu&Wu,1994)が出版

されている．そこで， 木論文では， これまでに日本列島か

ら旧石器時代人骨として報告された資料を写真と一緒に網

羅的に紹介し， 日本出土の旧石器時代人骨カタログとした

い．
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表1 ： 日本の|日石器時代人骨のリスト
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1 ．葛生

遺跡所在地倉栃木県安蘇郡葛生11I｣.大叶吉沢石灰工業株式会

社大叶工場採石場第10丁場第一洞窟（直良，

1952a)

栃木県安蘇郡葛生町山菅前↑''1原洞窟（直良，

1952b)

人骨部位：重複する出土部位が多いので，混乱を防ぐた

めに便宜的に番号をつけた．

上顎切歯[No.1], 小児右卜顎骨[No.2], 左

上腕骨骨休中央部[No.3],右上腕骨下端部

[No.4],左上腕骨下端部[No.5], 右尺骨近

位部[No.6],右第5中手骨[No.7],左大腿

骨[No.8], 左大腿骨下端部[No.9],右大腿

骨骨幹上部[No.10]

系統分類:HI7m0？／Ohz""“i （直良, 1952a)

Hb加os"""zs

発見者：吉沢岳左と金沢武雄［右上腕骨下端部(No.4) ,

左上腕骨骨体中央部(No.3)](直良1952a)

直良信夫［上顎切歯(No.1)･左大腿骨下端関

節部(No.9)] (直良, 1952a)

秋葉俊彦・長谷川昇・松村催［左大腿骨

(No.8)] (直良, 1952b)

成瀬俊夫［右大腿骨骨幹上部(No.10)] (直

良, 1952b)

清水辰二郎［小児右下顎骨(No､2)] (直良，

1952b)

直良信夫［左上腕骨下端部(No.5)] (直良，

1952b)

東京の高校生［右第5中手骨(No.7)]

(SAKuRA, 1990)

発見年： 1950年6月25H [右'三腕骨下端部(No.4) :第

一洞窟］ （直良, 1952a)

1950年8月211 1 ［左|腕骨'H'体に'二'央部(No.3) :

第一洞窟］ （直良, 1952a)

1951年5月3日 ［左大|腿骨(No.8) : liil河原下洞］

（直良, 1952b)

1951年5月13日 ［右大腿骨骨幹上部(No.10) :

前河原洞窟付近］ （直良, 1952b)

1951年7月1日 ［小児右ﾄ弧骨(No.2) : 1111河原

上洞］ （直良, 1952b)

1951年7月211 [上顎切歯(No.1) :第一洞窟］

（直良, 1952a)

1951年7月24日 ［左上腕骨ﾄ端部(No.5) :前

河原上洞］ （直良, 1952b)

1951年7月25日 ［左大l腿骨下端関節部(No.9) :

第一洞窟］ （直良, 1952a)

1984年12月［右第5中手骨(No.7)] (Sakura,

1990)

再発見［右尺骨近位部(No.6)] (佐倉・馬場，

1989）

伴出石器：発見されていない

伴出獣骨：アカネズミ ， アズマモグラ， アナグマ， オオ

カミ ， カモシカ， カヮネズミ ， クマ， タヌキ，

ニホンザル， ニホソジカ， ノウサギ， ハタネ

ズミ ， ホソシュウヒミズ等（直良, 1952b)

年代分析：理化学的年代測定は実施されていない

人骨形態：直良は，右上腕骨下端部[No,4]を17歳未満

の男性と， 左上腕骨骨体中央部[No.3]を未

成人女性と考えている． また，左大腿骨下端

部[No.8]を熟年者のもので， これを模式標

本として「葛生原人(HI7"”？ ／0細"αgm)」

と命名している（直良, 1952a).

国立歴史民俗博物館の春成秀爾によると，右

上腕骨下端部[No.4]については， 同館の西

本豐弘と春成秀爾がクマの幼体・成休と比較

したところ，やはりクマの幼体の上腕骨であ

るとし， また，小児右下顎骨[No.2]lX,大

形のサルの可能性が強いという （春成, 1985)

以下は，佐倉・馬場（1989）による．

左大腿骨[No.9],再発見の右尺骨[No.6]と

右大腿骨[No.10],新発見の中手骨[No,7]

は人骨と認められる．

しかし，下顎骨[No.2]と上腕骨2点[No.3

とNo.4]は，人骨かどうかはっきりしない．

埴原(1994)は， この葛生人骨の内，右上腕

骨下端部[No.4]を絶滅したギガソトピテク

スではないかと考えている．

保管場所：葛生町郷|資料館［小児右下顎骨(No.2)･左

大腿骨(No.8)]

｜玉|立科学博物館人類研究部［右第5中手骨

(No.7)]

国立科学博物館地学研究部［左上腕骨骨体中

央部(No.3),右上腕骨下端部(No.4)]

｜玉|立歴史民俗|専物館考古研究部［右尺骨近位

部(No.6)･左大腿骨下端部(No.9)･右大腿骨

骨幹上部(No.10)]

但し, 1951年7月2日発見の上顎切歯(No.1)

と1951年7月24日発見の左上腕骨下端部(No.

5)の2点は行方不明である．

レプリカ：現在のところ，販売されていない．

コメント ：現在，葛生人骨の形態学的研究は馬場悠男が，

また，年代学的研究は松浦秀治と近藤恵が

それぞれ実施中である．

遺跡の堆積状況の解明及び追加標本採集のた

めに，再発掘調査が望まれる．
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2 ． 日本橋（｢日比谷」を含む）

遺跡所在地：東京都中央区日本橘室町2 l三井物産株式

会社［日本橋］ （直良, 1951･ 1959)

東京都日比谷日活|王||際会館［日比谷］ （直良，

1951)

人骨部位：頭骨，前肢'円'，帷骨［| |本怖］ （直良, 1951)

頭骨， 下糊骨, "1 ･ 2頚帷，頸椎・胸椎・

腰椎の若干， 仙骨'二部，鎖''11'，肋骨破片，肩

岬骨破片, I腕骨，尺骨，僥骨， 手骨［日本

橋］ （清野, 1950)

数体分の古人骨（詳細は不III) [日比谷] (直

良, 1951)

系統分類：〃0脚os"""zs (清野, 1950)

HO柳O jvi””bas〃"2s/．s ［清野謙次が提言］

（清野， 1950）

HOﾉ"0s""72svar.M"0"ﾙash花7zs/s[直良

信夫の意向］ （清野, 1950)

発見者：鈴木久弥・直良信夫・石ll嶋渉［日本橋］

（直良, 1951)

建設工事現場で発見［ | |比谷］ （直良， 1951）

発見年: 1951年3月9日 ［日本橋] (直良, 1951 ;清野，

1950）

1951年3月25日･4月7日 ［日比谷] (直良，

1951)

伴出石器：発見されていない（直良, 1951.1959)

伴出獣骨：発見されていない（直良, 1951. 1959)

近くから巨大な獣骨が発見[| I本橋] (清野，

1950）

年代分析：下部有楽Ⅲ丁貝層（直良, 1951･1959).

1万年liijから8千fl晶前（高橘, 1984)

理化学的年代#lll定は実施されていない．

人骨形態：以下は， 直良(1951)による．

性別は女性で， 死亡年齢は20歳から24．25歳

保管場所：不明

レプリカ：現在のところ，販売されていない．

コメソト ：鈴木（1956）は， この人骨を中lIl言又は近世初

頭のものと考えている． また，埴原（1995）

は， この人骨は江戸時代のものであると記し

ている．現在， この人骨はその所在が行方不

明である．一説によれば， 名古屋の南山大学

にあると言われている（直良,1981 ；高橋，

1984) ．遺跡の再調査は， jJ状では望めない

が， 人骨の'ﾘf在を'ﾘjらかにした上で，形態学

的及び年代学的再研究が望まれる．

写真1 ：葛牛出士人骨
、

引川文|献

埴原祁I II!li

1994 ｢I I本人の起源（増補)｣， 朝日新聞社, 261p.東京．

春成秀畑

1985 ルギ説． 「'1本旧石器人の探求」 （直良信夫著)，六興出版，

pI).331-356.東京．

l貞良伯夫

1952a 栃木県葛生発見洪積世人類の遺骸ノ、類学雑誌, 62(3) :

1］5 120．

1952b 葛生前河原洞窟と同所出土の人類化石骨．考古学側誌，

38（2） :79－1()0．

S八KURA, llajime

1990 11umanMetacarpalB()neFoundatKuzuu,N()1-thern

Kant(),.lapan."/"磁加"//"IV""""/ ､9("""A竹酌"""'

77ノル)ﾉｲ) , Series I), 16:1-8.

眺倉脚l ・馬場悠男

1989 39ｲ14ぶりの葛生遺跡見学会． ｜主I立科学博物脈ニニ,_－ス，

（247) :21 ．
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引用文献

埴原和郎

1995 「日本人の成り立ち｣，人文書院, 310p･東京．

清野謙次

1950 「人類の起源｣，弘文堂, 245p.東京．

直良信夫

1951 日本橋人頓について．武蔵野手帖, 2.

1959 「人搬発達史｣，校倉書房, 244p.東京．

1981 「学' ''1への情熱｣，佼成出版社, 269p.東京．

鈴木尚

1956繩文時代人骨~ 「日本考古学講座3 ：繩文文化｣, pp.353

-375, 河ll|書房，東京．

高橋徹

］984 「明石原人の発見：聞き書き直良信夫伝｣，社会思想社，

257p.東京

ノ’
写真2 ：泊洞穴出土人骨（前面観）

トマリ

3．泊洞穴

遺跡所在地 富| | |県氷見市泊洞穴（小片・加藤・六反田，

1989)

楪高約5mにある洞穴が， 国道160号線によ

りほぼ直角に削り取られ，穴IIIR6.2m,穴高

1.5m,奥行き2.5mの規模で取り残された

(小片・加藤・六反田, 1989)

頭骨と肋骨（小片・加藤・六反田, 1989)

〃b脚0s"""s (小片・加藤・六反田, 1989)

湊晨と林夫門［頭骨］ （小片・加藤・六

反田, 1989)

小片保［肋骨］ （小片・加藤・六反田, 1989)

1967年10月23日 ［頭骨] (小片・加藤・六反

川, 1989)

1972年［肋骨] (小片・加藤・六反|{l, 1989)

発見されていない

人骨発見層より ’三層より発見（小片・jl l藤・

六反田， 1989） とあるが，詳細は不|ﾘ1 ．

更新|Ⅱ末期あるいは完新世前期（松湘, 1985)

フッ素分析値は， 0.883％［頭骨], 0.916%

[肋骨］ （松浦, 1985)

以下は，小片・加藤・六反田（1989）による．

20歳代前半の男性と推定される．頭骨は全体

的に，縄文時代人に似ており，特に， 上顔面

部は早期及び前期縄文時代人に似る．しかし，

形態からは，更新世末期まで遡れるか否かは

現時点では結論づけられない．

新潟大学医学部解剖学教室

現在のところ，販売されていない．

理化学的年代分析が継続中であるが，完新lll：

に属する可能性が高いと思われる （松油・近

藤， 2000)．

’
1

遺跡の特徴

人骨部位：

系統分類：

発見者

発見q
！

弧i '

も鶏:錨

写真3 ：泊洞穴出土人骨（左側面観）
伴出石器

伴出獣骨 引川文|秋

松浦秀治

1985富山県氷見市泊洞穴から出土した人骨のフッ素含量国

立科学博物館専報， 18:2]9-223．

松捕秀治・近藤恵

200O 日本列島の旧石器時代人骨はどこまでさかのぼるか：化

石骨の年代半||定法． 「考古学と化学を結ぶ」 （馬淵久夫編) ，

東京大学出版会，東京（印liill中）

小片保・加藤克知・六反田篤

1989富山県氷見市泊洞穴から出土した人骨の形質について．

人類学雑誌， 97(3) :353 372.

年代分析

人骨形態

管場)ﾘ「

プリカ

メン′ 卜

保

レ

コ
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4．浜北

遺跡所在地：静岡県浜北市根堅岩水寺まる本岩水石灰工業

採石場（鈴木・遠藤1966)

人骨部位：上層：前頭骨，頭頂骨，後頭骨，右頬骨，右

下第3大臼歯右鎖骨，右上腕骨骨幹部，右

尺骨，右腸骨（鈴木, 1966)

下層：右脛骨（鈴木, 1966)

系統分類：〃り柳0sα〃ews (鈴木, 1966)

発見者：長谷川善和［頭骨，腸骨］ （鈴木・遠藤， 1966）

鈴木尚・高井冬二[l腕骨，鎖骨] (鈴木・

遠藤, 1966)

鈴木あきの［下頻大'三|歯］ （鈴木・遠藤, 1%6)

鈴木尚・高井冬二［脛骨，尺骨］ （鈴木・

遠藤1966)

発見年: 1960年5｝16H [頭骨, l1易骨] (鈴木・遠藤，

1966）

1961年5月5日 ［上腕骨，鎖骨] (鈴木・遠藤，

1966)

1961年9月頃［下顎大臼歯](鈴木・遠藤1966）

1962年5月15日 ［脛骨，尺骨] (鈴木・遠藤

1966)

伴出石器：発見されていない

伴出獣骨： ヒョウ， シカ， ニホソザル， クズウアナグマ

等（高井・長谷川, 1966)

年代分析： ウラソープロトアクチニウム法で， 15,600年

士2,200年lilj [頭頂骨] (横山, 1992)

ウラソー|､ リウム法で, 18,100年前［頭頂骨］

（鈴木， 1998:幟山祐之による）

C 14法で，上咽は約14,000年BP,下層は

約18,000年BP(松illj ・近藤, 2000)

フッ素分析値は，上層人：0.41％［前頭骨]・

0.39%[頭頂骨]･0.55%[鎖骨]･0.64%[上

腕骨]･0.50％［腸骨]， 下層人：0.77％［脛

骨］ （田辺, 1966)

骨のフッ素／リン比[100×F(%)/P205(%)]

は，上層人で2.98と3.09,下層人で6.13 （松

浦・近藤2000）

人骨形態：以下は，鈴木(1966)による．

上層（上層人骨は， 同一個体で20歳代の女性．

身長は, 143.1cmと推定）

前頭骨・頭頂骨・後頭骨・右頬骨・右鎖骨

右下第3大臼歯：退化型を示す

右上腕骨：上下両端を欠く．推定身長は,約

143cm.下端には肉食動物による噛み跡がある．

右尺骨：」三端には肉食動物による噛み跡がある．

右腸骨：三ヶ日よりも小さく，若い女性に属す．

下層（下層人骨の性別及び死亡年齢は不明だ

が，女性と推定される）

右脛骨：脛骨のほぼ中央.長さ73mm.

東京大学総合研究博物館人類先史部門

現在のところ，販売されていない．

1962年7月23日～8月3日及び1963年7月3日～7

月'2日にかけて，東京大学理学部人類学教室

及び地学教室との合同で発掘調査が行われて

いるが，その際には人骨は発見されていない．

保管場所

レプリカ

コメソト

写真4 ：浜北出土人骨

引用及び参考文献

鎮西清高

1966浜北市岩水寺根堅伽Iくつの堆積物とその地質時代， 人類

学雑誌， 74(3/4) :137-152．

長谷川善和

1966人骨の含まれていた層準について， 人類学雑誌， 74(3/4) ：

153－154．

松浦秀治・近藤恵

200O 日本列島の旧石器時代人骨はどこまでさかのぼるか：化

石骨の年代判定法「考古学と化学を結ぶ」 （馬淵久夫編) ，

東京大学出版会，東京． （印Ml中）

鈴木尚

1966浜北人骨の形質． 人類学雑誌, 74(3/4) : 119 136.

1998 「骨が語る日本史｣，学生社, 242p.東京．

鈴木尚・遠藤萬里

1966浜北根堅遺跡とその調査経過． 人類学雑誌, 74(3/4) :101

－118．

高井冬二・長谷川善和

1966岩水寺層の脊椎動物化石． 人類学雑誌， 74(3/4) :155

167．
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No2[前頭骨]:右llf窩止部の骨片成人女性．

NO3[右頭頂骨]:乳様角を含む頭頂骨,後卜隅

をl l iめる骨片.成人男性.外

Irliに人為的"|1に部がある．

N()4[左頭1頁骨]: |ﾉ1側後端を｢liめる骨片.成人

リ)|′|； ,周縁の一部には， 人

為I1勺と,IJわれる〃|工部（切

削）がある．

N()5[右側頭骨]:NI)3のイi頭頂骨と接合する

ので， ’'1－|| 'il体に属する．

成人ｿ)件．

N()6[右腸骨]:右腸骨liil半部.成人男性．

NO7[右大腿骨']:右大腿'H''骨''紳部で，全長237

mm~復元した全長は，約390

mmとなり， 身踵は154.6cm

となる.成人ﾂ洲ｿk.

上記の7片の人骨は，成人ﾘ)|'|1[N()l,NO3-

6]，成人女性[N()2],成人ﾘ)'|'|1[N(,7]の3体

とみなされる．

東京人学総合研究|'ﾄ物i!'||i人賊先史部|:'!l

現在のところ， 版'だされていない~

三ヶ日資料のうち， 部は繩文|寺代|11期の混

入と考えられる（松浦・近藤, 2000)

田辺義一

1966浜北市根堅遺跡出土人骨の弗素含有量．人類学雑誌, 74

(3/4) :168-171 .

横山祐之

1992現代人の起源を探る．科学, 62:195-196.

。
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遺跡Ⅲ『在地：静岡県引佐郡三ヶ日町只木の石灰岩採ｲi場

（鈴木， 1962）

人'H"部位: liil頭骨[Nol],前頭骨[NO2],右頭頂骨[No.

3]，左頭頂骨'[No.4],右側頭骨[No.5], イi

腸骨[No.6],右大腿骨[No.7] (鈴木, 1962)

系統分類：〃り"”sα〃のzs (鈴木, 1962)

発見者：高橋祐吉［右腸骨:No.6] (鈴木, 1962)

1959年10月22日から31日まで，東京大学理学

部人顛学教室及び地質学教室による発州ll i州査

団[ iil頭骨: NQl&2．頭頂骨:No.3&4．右

側頭骨:No.5] (鈴木, 1962)

鈴木尚・高井冬二［右大腿骨:No.7] (fh

4g, 1962)

発見年: 1959年9月15i |[右腸骨:No.6] (鈴木, 1962)

1959年10月25日[右側頭骨:No.5] (鈴木, 1%2)

1959年10月27日から29日[前頭骨: N()l&2,

騏頂骨:No.3&4] (鈴木, 1962)

1961年5月5日[右大腿骨:No.7] (鈴木, 1962)

伴出石器等：発見されていないが，人骨器と思われるもの

が出土［人骨形態参照］

伴l l l獣骨：アヅマモグラ， ホソシュウヒミズ， ジネズミ ，

ユビナガコウモリ， ハタネズミ ， ノウサギ，

オオカミ ， タヌキ， ヒョウ， オオヅノジカ，

ニホソジカ， イノシシ， アオモリゾウ （ナウ

マソゾウ）， ヤマドリ， ヤマカガシ， シマヘ

ビ， ヒキガエル（高井， 1962）

年代分枅： ウラソープロトアクチニウム法で, 9,100fli

前［前頭骨]･17,300±1,500年前［骨盤] (IMi

lI 1, 1992;鈴木, 1996.1998)

ウラソートリウム法で， 13,400年前［前頭骨]。

20,900年前［骨盤］ （鈴木, 1996． 1998:横

山祐之による）

フッ素分析値は, 0.57%[Nol:前頭骨], 0.64

%[N()2:前頭骨], 0.78%[No3 :右頭頂骨],

0.55%[NQ4 :左頭頂骨], 0.66%[N()5 :右

仙l頭骨], 0.70%[No6 :右腸骨'], 0.55%[N()

7 ：右大腿骨］ （田辺， 1962）

人骨形態：以下は，鈴木(1962)による．

Nol[前頭骨]:鱗部左後半を占める骨片.成人

男性．

保管場

ﾚプリ

コメソ

所

カ

ト

写真5 ：三ヶ日出土人骨

右大腿骨(No.7) , 2. jilII頂'H' (No.3) ,

前頭骨(No.l) , 4.左蚊頂'|』)' (No.4),

前頭骨(No.2) , 6.右i11ll頭'|ll' (No.5) ,

右腸骨(No.6) ,

、
／

１

３

５

〔
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1962三ケ日遺跡出土人骨の弗素含有量． 人類学雑誌, 70(1) :41

45．

渡辺仁・遠藤萬里・尾本恵一

1962三ケ日只木遺跡と遺物埋没状況．人類学雑誌, 70(1) :21

－28．

横山祐之

1992現代人の起源を探る~ 科学, 62:195-196.
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写真6 ：牛川出土人骨

性がある.復元した大腿骨の最大長の平均は

366.5mm.この最大長から身長を推定すると，

149.2cm.

保管場所：東京大学総合研究博物館人類先史部門

レプリカ：現在のところ，販売されていない．

コメソ ト ：上腕骨に関しては， 人骨ではないという意見

が出されている（埴原, 1995;松村・溝口，

1996；岡村・松藤・木村・辻・馬場， 1998) ．

特に， ｜玉|立雁|･学博物館の馬場悠男は， この骨

をナウマソゾウの子供の腓骨と考えている

（岡村・松藤・木村・辻・馬場, 1998).しか

し， ヒトではないと否定する論文は未だに発

表されておらず， まだ， 上､か否かの論争に

は決着はついていない.将来，形態学的再01：

究が望まれる． ||､f代については, SuzuKI&

TAKAI (1959)では中川更新世の後期に対比

されたが，現状では後期更新|世に比定される

（松汕・近藤, 2000) .今後，絶対年代の測定

が望まれる．

引用文献

埴原和郎

1995 「日本人の成り立ち｣， 人文書院, 310p.東京．

松村博文・溝口優司

1996 日本での人類進化． 「ピテカソトロブス展」 （馬場悠男監

修), pp､73-79,国立科学博物館，東京．

水野一道

1983牛川・三ケ日・浜北人の遺跡． 「日本の遺跡発掘物語1 ：

旧石器時代」 （森浩一監修), pp.143-168,社会思想社，

東京．

岡村道雄・松藤和人・木村英明・辻誠一郎・馬場悠男

1998 「シソポジウム日本の考古学1 ：旧石器時代の考古学｣，

ウシカワ

6~牛川

遺跡所在地：愛知県豊橋市牛川町忠興牛川鉱山（鈴木， 1959。

1963.1980)

人骨部位：左L腕骨の骨幹に|｣央部，左大腿骨頭（鈴木，

1959．1963･1980)

系統分類：〃0柳0sα〃"zs？

発見者：石川一美［左上腕骨]，紅村宏［左大腿骨

頭］ （鈴木, 1959･1963･1980) .出中伝

［左上腕骨］ （水野, 1983)

発見年： 1957年5月［左上腕骨]， 1959年2月［左大腿

骨頭］ （鈴木， 1959.1963.1980）

伴出石器：発見されていない

伴出獣骨：ニホソザル， テソ， オコジョ， イタチ， クズ

ウァナグマ， タヌキ， ニホソムカシジ力， ハ

タネズミ， トガリネズミ， ホソシュウヒミズ

（鈴木， 1963）

年代分析： フッ素分析値は， 0.89％［上腕骨]， 0.96％

［大腿骨］ （田辺, 1962)

人骨形態：以下は，鈴木（1959.1963.1980）及びSuzuKI

&TAKAI (1959)による．

上腕骨は，長さ約10Cmの左上腕骨骨幹中央部．

恐らく女性.復元した上腕骨の最大長は，約

230mm.この最大長から身長を推定すると，

134.8cm,

j犬腿骨は，左大腿骨頭の上半で， 男性の可能
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た写真は，国立科学博物館人類研究部に所蔵

現在のところ, l収売されていない．

発見の経緯及び論争については，詳細な報告

がすでに出版されているのでそちらを参照さ

れたい（春成, 1984･1987･1994;直良三樹

子， 1995；直良信夫, 1981 ;高橋, 1984).

本遺跡は， これまでに2回調査が行われてい

る. 1 1n1目は, 1948年10月～11月にかけて

｢lﾘ1石西郊含化石層研究特別委員会」［委員長・

当l lf東京大学理学部人類学教室の長谷部言人］

によるルIj査が行われたが， 人骨や遺物は発見

されなかった(,笥井・棚北1949;渡邊, 1949;

渡辺, 1950).

21'l1 1=|は, 1985{｢.3月11～21日にかけて「明

仁i人発州,1111査|､｣1」 ［団長. |玉|立歴史民俗博物

館の春成秀鯛]による洲査が行われ，人骨や

石器は発見されなかったものの，木器とも考

えられる根が発見されている（春成， 1987) ．

東北大学医学部の百々幸雄は，遠藤萬里と馬

場悠男の研究結果と同様にこの人骨が完新世

人骨であることを認めた上で，性別に関して

は男性であると考えている （百々， 1987)．

京都大学霊長類研究〃iの片山一道は， この人

骨をクライソフェルター症候群などの両性具

有ではないかと疑っている（片山, 1990) .ま

た，以前, Iﾘ1石人骨の再研究を行い，完新世

人骨であると結論づけた馬場は，最近，数万

年liijでもありうると発言している （岡村・松

藤・木村・辻・馬場, 1998) .

学生社, 354p･東京

鈴木尚

1959牛川鉱山で発見された洪積世人類の上腕骨~科学, 29:398

－402．

1963 「日本人の骨｣，岩波書店, 223p･東京

1980牛川人上腕骨の形態学的研究． 「成城大学経済学部創立三

一'一周年記念論文集｣， pl〕､746 734(121-133),成城大学，

東京．

SuzuKI,Hisashi&'I､AKA',FUyUji

1959Entdeckungeines pleistozanenhominidenHumerus

inZentral-Japan.A)z/"ひpoj091s(ﾌﾙ"A"z"gw,23:224

235．

|fI辺義一

1962三ヶ日迪跡l11土人骨のﾀﾙ素含有量人類学雑誌, 70(1) :

41－45．

ブリカ
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7． 明石

兵庫県Iﾘ1石市大久保町西八木（春成, 1994)

左筧骨（直良， 1981）

M力加“7"〃0”sα"as"cwsIs [通称] (長谷部，

1948)

〃りﾉ”sα〆271s (ENDo&BABA,1982)

直良信夫

1931年4月18日 （長谷部, 1948)

発見されていない．但し、 1985年の再調査の

際に木器とも考えられる板が発見されている

(春成, 1987)

発見されていない

実施されていない

オリジナルの人骨は， 1945年5月25日の東京

大空襲の|際に焼失した（直良, 1981, l高橋，

1984) .しかし， 東京大学人類学教室に残され

ていた行膏棋型と写真で研究が行われ， 人骨

をｲjl究した長谷部言人は， その原始性に着目

した．

その後，遠藤萬里と‘馬場悠男は，形態的研究

(ENDo&BABA,1982) と非計測的形質の研

究(ENDo&BABA,1985･1986)により，

|ﾘj石人は， 更新世人骨ではなく ，完新世人骨

であると結論づけた．

その後、人骨の形態や化石化の程度を巡って、

その古さを否定する遠藤萬里と馬場悠男（馬

場, 1984 ラ遠藤, 1984;遠藤・馬場, 1984)

と肯定する直良|導入（直良信夫の長男） と吉

岡郁夫（直良, 1983;吉岡, 1978ab・ 1983･

1984)との間で論争が行われた~

オリジナルは, 1945年5月25日に東京大空襲

で焼失.石膏模型は，東京大学総合研究博物

館人類先史部|Ⅷlに所蔵鹿間時夫が所有してい

遺跡所在地

人骨部位

系統分類

発見者

発見年

伴出石器

伴出獣骨

年代分析

人骨形態

保管場所

写真7 ：明石出土人骨
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1984ふたたび明石人寛骨の形態について：遠藤・馬場論文批
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ヨ ミ ガハマ

8．夜見ヶ浜

遺跡所在地 鳥取県境港市外江町，新日本合板株式会社敷

地（直良， 1972）

左側下顎骨（直良, 1972)

Hり加osaa2"s/Ossi"s (直良, 1972)

錦織文英（直良， 1972）

1969年12月5日 （直良, 1972)

1968年12月5日 (NAoRA,1972)

地表下，約6mの地点の海成小砂層（直良，

1972)

発見されていない

巨獣の肋骨片が1個出土したが， この獣骨の

種名は不|ﾘ1 (直良, 1972)

おそらく上部洪積世［註：後期更新世］ （直

良, 1972) .

ただし，理化学的年代測定は実施されていない．

以下は，直良(1972)及びNAoRA(1972)に

よる．

第1大臼歯及び第2大臼歯は，残存している．

第3大臼歯の歯冠部は破損している.性別は

女性で，死亡年齢は約50歳．

早稲田大学理工学部？

現在のところ，販売されていない．

夜見ヶ浜人骨の形態学的再研究は，東京大学

名誉教授及び国際日本文化研究センター名誉

教授の埴原和郎と国立科学博物館動物研究部

の山田格で行われていたが，その成果が未

発表である.今後，絶対年代の測定が望まれ

る．

人骨部位

系統分類

発見者

発見年

地 層

伴出石器

伴出獣骨

年代分析

人骨形態

保管場所

レプリカ

コメソ ト

高橋徹

1984 「明石原人の発見｣，社会思想社, 257p.東京
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10．聖嶽洞穴

一且戸=▼ｰ守士 マーヶや マ ア

今q

蝉

遺跡所在地：大分県南海部郡本匠村大字宇津々聖嶽洞穴

［賀川（1967）や小片保(1967)では「聖

届（ひじりだけ) ｜ と記!IMしているが，現地

では「聖嶽（ひじりだき） と呼称されている

（賀j1 1 , 1983)ので， ここでは，現地の呼び

名を優先させることとする］

遺跡の特徴：標高240mに位潰し， ル1穴の全長45m,幅は

平均1. 68m, 高さは平均4m(賀川, 1967)

人骨部位：左右頭]頁骨と後頭'骨' ［第7層人骨1] (小片，

1967）

前頭骨片[第7層人骨2］ （小片， 1967）

左距骨［表面採集] (MATsu'uRA, 1984)

系統分類：〃bwos""7zs

発見者：左右頭頂骨・後頭骨･ liil頭骨'片: |: 1本考古学

協会日本洞穴遺跡洲査特別委員会による発掘

調査（賀川, 1967･1971)

と距骨：鈴木忠｢1． l l l ﾄ秀樹・綿貰俊一

(MATsu'uRA, 1984)

発見年： 1962年10118日～221=1 [左右頭1頁骨・後頭骨・

前頭骨片］ （小片， 1967）

1983年［左距骨] (MATsu'uRA, 1984))

伴出ｲLi器：細石核・ﾎl1l石刃・ナイフ形石器（賀川, 1967) .

黒曜石製の石器が26点出土しており， これら

は，佐賀県伊万里市のI典岳産と考えられる．

石器は，細石刃・細石核・台形様石器・二次

加工や使用痕のあるfIl片・小石核(m, 1981) .

伴出獣骨：ヅキノワグマの左尺骨の半jl切痕内側（小片，

1967）

ｲ14代分析: fl11石器文化を伴うとすれば，約14,000 13,000

年BP(MATsu'uRA, 1999)

田辺義一によるフッ素分析で, 0.56%[頭頂

骨と後頭骨］及び0.55%[liil頭骨] (小片，

1981)

骨のフッ素／リン比［100×F(%)/P205(%)]

は， 2.78[左距骨](MATsu'uRA,1984)

人骨形態：以下は，小片保(1967. 1981)による．

性別は女性で，死亡年齢は成人．後頭隆起が

発達している．骨壁がきわめて厚い．中匡lの

1I1頂洞人101号と似る．

保管場所：新潟大学医学部解剖学教室［頭頂骨・後頭骨・

liil頭骨］

長崎大学歯学部|｣I"|學解lifll学教室［距骨］

レフ・ リカ：現在のところ，販売されていない．

コメント ： 日本の旧石器||寺代人骨のうち， 石器と人骨が

伴って発見されているのは， この聖嶽洞穴人

骨と岩戸人骨及びI｣IﾄIIIj第一洞穴人骨だけで

擁
拶
~

~~響誤

’ I
写真8 ：夜見ヶ浜出土人骨
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愛媛県喜多郡肘川町鹿野jl l山鳥坂423 (MI 1 ,

1978）

''1'片（樋I｣, 1978)

イくIﾘl

イく|ﾘl

イくlﾘ」

"1Mi片［不明] (MLI , 1978)
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実施されていない

小ﾘl

l攻|學院大學考古学資料館(Mu, 1978)

現在のところ，販売されていない．

この人骨に関しては，情報が非常に少なく ，

しかも詳細な形態学的記載がなされていない．

判川獣骨に， チソパソジーとあるが， これが

もし本当にチソバソジーであるとしたら， ｜ ｜

本雌初の発見となる． 人骨･{i器・献骨の排

ﾎ| ||な『氾城が望まれる．
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年代分

人什形

保智場

ﾚプリ

コメン

位

甑

掛

年

器

什

枅

態

所

カ

ト

ヅ|川又|献

Ml '1,1i之

1978 1 本人はどこから来たか． 「日本史の謎と発見1 : I I本人

の先ill |, pp.15 52,毎日新聞社，東〃(．
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ある．

国立科学博物館の馬場悠男は， この''1'は化石

化が低い上に，骨壁が厚いという特徴は江戸

時代人にも見られると発言している（岡村・

松藤・木村・辻・馬場, 1998).

1983年に発見された左距骨の研究は，京都大

学名誉教授の池田次郎と長崎大学歯学部の北

川賀一が行っている．

1999年12月10日から24日まで，文部省科学研

究費特定領域研究の「日本人および日本文化

の起源に関する学際的研究｣(代表者：尾本恵

市）の内，考古学班（代表者：国立歴史民俗

博物館の春成秀爾）に「聖嶽洞穴発掘調査団」

が組織され，別府大学の橘昌信を団長とし

て再調査が行われ，石器2点と人骨百数十点

が出土した．現在，人骨の研究は，群馬県立

自然史博物館の楢崎修一郎を中心として行わ

れている．

今後， 1983年に発見された距骨と1999年に発

見された人骨の詳細な記載が待たれる． また，

人骨を資料とした，年代学的分析の進展が待

たれる．

SeriesD, 10:1 7.

小片丘彦

1981 追記． 「人類学講座5 : 日本人I」 （小片保編), p.26,

雄山閣出版， 東京．

小片保

1967洞穴遺跡出土の人骨所見序説「日本の洞穴遺跡」 （日本

考古学協会洞穴遺跡調査特別委員会編), p.382 392,

平凡社，東京

1981 13.聖岳洞穴人~ 旧石器時代人骨， 「人類学講座5 : 日本

人I」 （小片保編), p.14-22,雄山閻出版，東京~

燗昌信

1981 大分県聖岳洞穴出土の石器．別府大学博物館研究報告，

(5) :15-20.

イワド

11 ．岩戸

遺跡所在地 大分県大野郡清川村大字白尾字岩戸（坂田，

1980)

72個の河原石を台状に配置した集積墓（坂田，

1980）

側頭骨鱗部2片，上顎切歯，右上顎犬歯破片

(内藤1980)

亙り畑0s"""zs

岩戸遺跡調査団

1979年

館1次調査(1967年）で， ナイフ型石器。尖

頭器・スクレイパー・チョッパ ・敲石等，

1384点が出土した． また，長さ約9． 5cmのコ

ケシ形石偶が出土している．

アワビ・イシダタミを含む貝殻細片4点が出

土している．

AT(姶良Tnテフラ）層の直下であること

から，約24,000年BPと推定される

発見人骨は，皆，破片なので詳しい形態特徴

はわからない（内藤, 1980).

長IMi大学退学部

現在のところ，販売されていない．

第1次洲査は，東北大学文学部［当時］の芹

沢長介を中心として1967年8月26日～9月41 1

まで行われた．第2次調査は，別府大学の坂

、邦洋を中心として1979年1月24日～2月5日
ﾘ 』 '

まで行われた．

H本の旧石器時代人骨のうち，石器と人骨

が伴って発見されているのは， この岩戸人骨

と聖嶽洞穴人骨及び山下町第一洞穴人骨だけ

である． しかしながら，岩戸遺跡出土人骨が

破片しかなく比較研究を行えないため，形態

的に判断をすることは難しい．

遺跡の特徴

人骨部位

系統分類

発見者

発見年

伴出石器

笠．

夢

麹 熱
撚
獺
軸
職
溌

11 11

伴出蛾''｝。!

＃

鴬

年代分析
*

柵！

人骨形態

写真9 ：聖嶽出土人骨

保管場ﾉﾘ「

レプリカ

コメソト

引用文献

岡村道雄・松藤和人・木村英明・辻誠一郎・馬場悠男

1998 「シンポジウム日本の考古学1 ：旧石器時代の考古学｣，

学生社, 354p.東京．

賀川光夫

1967大分県聖岳洞穴． 「日本の洞穴遺跡」 （~日本考古学協会洞．

穴遺跡調査特別委員会編) , pp､278-283,平凡社，東京．

1971聖嶽洞穴と旧石器時代人の発見「大分県の考古学｣，

Pp.31 34,吉川弘文館，東京．

1983大分県聖嶽洞穴遺跡：後期旧石器人骨の発見「本匠村史」

（本匠村史編さん委員会編), pp.45 53,本匠村．

MATsu'uRA,Shuji

1984 Fluorinedatingofahumantalus fromHijiridake

Cave・戯‘"2"〃ofｵﾉzgN""0)"/Sc花"“ハ伽s""z,To"yO,
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レプリカ：現在のところ，販売されていない

コメソト ：今後の年代学的研究が待たれる．

引用文献

内藤芳篤

1980岩戸遺跡出土の人骨所見. 「大分県岩戸遺跡」 （坂田邦洋

編), 1)I).455 459,大分．

坂田邦洋

1980 「大分県岩戸遺跡｣，広雅堂、大分．

＃

〆

へ

啄 ” ‘ ‐鰯蕊 -=雪一1
L 圭士

写真11 ：桃原洞穴出土人骨

引川文献

藤野雅之

1983 1 1 1下町第一洞穴． 「日本の遺跡発掘物語1 : lu石器時代｣

（森浩監修), pp､275-301,社会思想社，東京．

鈴木尚

1975沖繩県に於ける洪積世人類の発見．人類学雑誌, 83:113

130．

1983 「骨から見た日本人のルーツ｣，岩波耆店, 226p.東京．

1998 「骨が語る日本史｣，学生社, 242p.東京．

鴇

鴎

券

~′ “ ‘ ~ゞ ~…〃"!‘ 八":: ~ :" ｫ$恥〃比鯏鍾i "jかi蝋職職泌か＄

写真10：岩戸出土人骨（上：外面，下：内面）
オオヤマ

13．大山洞穴

遺跡所在地：

遺跡の特徴：

沖縄県宜野湾市伊佐大山洞穴（鈴木, 1975)

国道58号線わきの建築工事現場で，現在は破

壊されすでに失われている（鈴木， 1975）

下顎骨の右大臼歯部（鈴木， 1975）

Hり"”sα〃"zs (鈴木, 1975.1983)

アメリカ人のダグラス・』・コムストック［当

時小学校6年生］ （藤野， 1983)．沖縄基地勤

務の米国人の家族（鈴木, 1975. 1983)."

本は, 1966年に平良進より鈴木尚にもた

らされた（鈴木， 1975）

1964年（藤野, 1983)

発見されていない

発見されていない

田辺義一によるフッ素分析で， 0.85％（鈴木，

1975)

以下は，鈴木（1975.1983. 1998）による．

X線像により， タウロドソト （巨大歯髄腔症）

を持つことがわかった．

大臼歯の摩耗状態から，死亡年齢は約20歳と

推定された．

東京大学総合研究博物館人類先史部門

現在のところ，販売されていない．

トウバル

12．桃原洞穴

遺跡所在地 沖縄県沖繩｢|丁北谷[チャタソ]II1j桃原洞穴（鈴

木, 1975)

詳ﾎlllは不|ﾘl.

脳頭骨［左側の前頭骨と頭頂骨の一部を欠く］

(鈴水， 1975.1983）

敵)""""2"s (鈴木, 1975.1983)

多和田真淳（藤野， 1983)．標本は， 1966年

に平良進より鈴木尚にもたらされた（鈴

木, 1975).

1966年（藤野, 1983)

発見されていない

シカ化石（藤野, 1983)

田辺義一によるフッ素分析で, 0.39%(鈴木，

1975）

以トーは，鈴木(1975．1983．1998)による．

長頚型で，侭頭）『！．外]三|道骨|唾が認められる．

形態学的には， 班新lltではなく, ' | ' |此または

近lu初めに|1=1来したものと考えられる．

東京大学総合研'先|#物i!1&i人顛先史部' 1

人骨部位

系統分類

発見者遺跡の特徴

人骨部位

系統分類

発見者

発見年

伴出石器

伴出獣骨

年代分析

発見年

伴出石器

伴出獣'円′

年代分析 人骨形態：

｝、骨形態

保管場所

レプj JJ保管場所
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コメソト ：今後の年代学的研究が待たれる ヤマシタチョウ

14． 山下町第一洞穴

遺跡所在地：沖縄県〃|(糊巾1 11 卜町1-67111 ド町第一洞穴

（鈴木, 1983．1998;SuzuKI, 1983)

遺跡の特徴：標高約15mの段丘|諾に立地し，開口部はほぼ

南面にImしており, |IMI I約1.2m, 高さ3.2m,

奥行き約5.5m( ! ｢!;i宮・金武・鈴木, 1975;

|2, 1975)

人骨部位：右人腿骨とｲill《州。 （鈴木, 1983．1998;SuzuKI,

1983）

脛骨1 ．大I腿'| |l' 1 ． ll艸骨1 (高宮．金武．鈴

木， 1975）

発見者：波過直經［､'1l l ､!j, 火京大学教授］を|寸|長とす

るW '繩洪li'ill l:人知過h!JM11f､11が1968年12月26

11から1969frlﾉ161 1にかけて行った洲査で発

見（高F'1. 。金武・鈴水, 1975).

発見年: 1968年（高宮・金武・鈴木, 1975;鈴木, 1983･

1998;SuzuKI, 1983)

系統分奴:HO"20s"""s (SuzuK',1983)

地 層：堆積層の厚さは約3mで, 5層から層にまで

分けられ， 人骨は第層から川土した．

伴出石器：多和|+1真淳と高宮広衛を中心として, 1962年

12月28日から311 1にかけて行われた第1次調

査（高'高・金武・鈴木， 1975）で，礫器1点

及び石抑2点の合計3点の石器が冊土してい

る （高宮・玉城・金武， 1975) ．但し， この

石器については，疑|川点も指摘されている

（叩'I原, 1994 ;小l l l , 20()0).

伴出獣骨：骨角器（間'ﾊﾞ ・ I《城・金jit, 1975)

シカ[MIJ/""7'""/"s"sIy/0I/tw](高井, 1975)

年代分析:C-14法で, 32,10()±1,000年BP[TK 78]

(KoBAYAsHI ・MATsuI ・SuzuKI,1971)

人骨形態：以下は，鈴水(1983･1998) とSuzuKI (1983)

による．

発見された竹は， ｜､端部を欠く右大腿骨と右

脛門'である． ′'1'片の長さは，大腿'周'で約180mm,

脛骨で約140mm.復元した最大長は， 大腿骨

で約260mm,脛'|1'で約200mIn.骨の形や大きさ

より，約7歳と考えられる．大腿骨後面の大

腿骨稜が現代人よりも隆起し，柱状大腿骨に

近い形をしている．

TRINKAus&RuFF (1996)は, 111下町人骨を再

研究し，鈴木の研究とは異なり，復元した最

大長を大腿骨で約245mm,骨幹長を約218mmと

推定し直し， 死亡年齢を約6歳と推定してい

る． また，肌'|l'に3本のハリス線が認めら

れるとし，形態には,l,､{Wliuホモ・サピエソスと現

代人とのモザイクが兄られると発表している．
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写真12 ：大山洞穴出土人骨（上：側面観，下:X線像）

引用文献

藤野雅之

1983山ﾄ1111第一洞穴. ｢ I本の遺跡発州li物語l :旧石器時代」

（森浩-IWi511Z),社会思想社, p.275 301.東京．

鈴木尚

1975沖繩県に於ける洪&'i l ll:人瓶の発見人頓'羊雑誌, 83:113

－130．

1983 「骨から見たH本人のルーツ｣， 牝|･波書店、東京．

1998 「骨が語るH本史｣，学生社, 242p.東京．
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東京大学総合研究博物館人類先史部門

現在のところ，販売されていない．

'三1本の旧石器時代人中，数値年代が判|ﾘ1して

いるものでは最古の人骨である．

高宮・金武・鈴木(1975)の報告によると， 鈴

木尚が報告した大腿骨と脛骨（鈴木, 1983･

1998 ;SuzuKI , 1983)以外にllﾙ骨が川lきし

ているようだが，その記載はされていない．

保管場所

レプリカ

コメソト

高宮広衛・玉城盛勝・金武正紀

1975山下町洞穴出土の人工遺物． 人類学雑誌83(2) :137

150．

TRINKAus,Erik&RuFF,ChristopherB.

1996Earlymodernhumanremains fromeasternAsia:

theYamashita cholimmaturenostcrania."""/

of〃"抑〃邦EM)畑加", 30:299-314.

土隆一

1975沖繩本島南部の地質と山|､.l111洞胤の形成~人類学雑誌，

83(2) :131 136.

ミナトガワ

15．港川

遺跡所在地 沖縄県具志頭村港川(SuzuKI&HANIHARA,

1982)

全身骨格(SuzuKI&HANIHARA, 1982)

H0""s""27zs

大l I i盛保(1968年),沖繩洪積Ⅲ人類遺跡調

査団（1968年から1974年）

1970年8月～1971年lﾉ1

発見されていない

リュウキュウジ力， リュウキュムカシキョソ，

リュウキュウイノシシ？， ケナガネズミ， ト

ゲネズミ ， ヤソバルクイナ， ハブ等．

獣骨の出土状況は，上の地層にはリュウキュ

ウイノシシ？が多く，下の地層にはリコーウキュ

ウジカとリュウキュウムカシキョソが出る

(長谷川, 1980).

C 14法で, 18,250±650年BP[TK99]

と16,600±300年BP[TK-142]

(KoBAYAsHI ・HIRosE・SuGINo・WATANABE,

1974）

ウラソプロトアクチニウム法で, 19,200=t

1,800年前（横山, 1992)

ウラソ トリウム法で， 19,200年前（鈴木，

1998 ：横山祐之による）

フッ素分析値は, 1.29%[1号頭骨]･0.87%

[11号頭骨]･1.00%[Ⅳ号頭骨]･1.20%[下

顎骨A]･1.51%[脊椎骨]･1.27%[肋骨]･1.43

％［指骨]･1.65%[中足骨] (MATsu'uRA,

1982)

以下は, SuzuKI (1982) とBABA&ENDo

(1982）とHANIHARA&UETA(1982)による．

全身骨格は4体分［港川I～Ⅳ，但しIⅡは頭

骨を欠く］、遊離|､. 1MII骨は, 4個発見されて

いる[ACDは若い女'|'|1で, Bは男性]. 個

体数は，少なくとも5体と考えられ，その内，

2体が男性で3体が女性であると推定されて

いる．推定身長は， 男性［港川I]で155cm,

人骨部位

系統分類

発見者

発見年

伴H1石器

伴出獣骨、

年代分析
写真13 ：山下町第一洞穴出土人骨

引用及び参考文献

埴原和郎
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1971 University()fTokyoradiocarbonmeasurementslV.

凡z戒0mﾉ加邦, 13:97-102.

小田静夫

2000 「黒潮圏の考古学｣，第一書房, 278p.東京．
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"'A"/"". ("P""s, 13(10) :81-87.

高井冬二

1975山下lll第1洞発見の鹿化石． 人類学雑誌83(3) :280-293.
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130．

人骨形態
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女.性［港jl ll oⅢ.Ⅳ］の平均で144cm.脳

容量は， 男性［港川I]で1,390cc, 女性

[港川II ．Ⅲ。Ⅳ］の平均で1,130cc.頭骨は，

縄文時代人とよく似ている． また， 中国の柳

江人との類似も脂摘されている．

下顎骨Aには，抜歯が認められ， 国内最古の

抜歯例と考えられる．

|玉l立科学|＃物館の馬場悠男と群馬県立自然史

博物館の桷|IIM1修一郎竿は，港川1号頭骨の研

究から， インドネシアのジャワ烏HH二のワジヤッ

ク人との類縁関係を見いだしている(BABA.

NARAsAKI ・OHYAMA, 1998).

東京人学総合{11:7E|'li物f11｣i人顛先史部門

ゼネラル・サイエソス・ コーポレーショソよ

り，港川1号頭骨。Ⅱ号頭骨．Ⅳ号頭骨・下

1顎骨Aの4点が販売されている．

港川では，以下の発＃||嗣卉が行われた．

1968年12)125H～1969年1月7日・第1次沖縄

洪積|||:人類辿跡洲査|寸1 ［|ザI長・渡邊直經東京

大学教授（当時)］

1970年12月20Ⅱ～1971年1月10FI ･第2次沖

縄洪積世人類遺跡調査|]ll [団長・田辺義一お

茶の水女･子大学教授（当時)］

1974年12)]23H～12"29日・第3次沖縄県洪

積lll冒人類遺跡調査団［団長・士隆一静岡大学

数授（当時)］

1998年から三ヶ年の予定で，具志頭村教育委

員会が沖繩県教育庁文化課の協力の元で再調

査を行っているが，現時点で人骨の追加発見

はない．

~ ~ 干 毒

P .一~

f劉

襲

識

姻

J

保管場所

ﾚプリカ

コメソト

写真14 ：港川1号全身骨格 写真15 ：港川Ⅳ号全身骨格

靖

、

マ

~~~~

学
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~

⑬

写真17 ：港川11号 写真18：港川Ⅳ号写真16 ：港川1号
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引用及び参考文献：

BABA,H，&ENDo,B.

1982 Postcranial skeletonof theMinatogawaMan, In:

SuzuKI 、 H. &HANIHARA, K. (eds) : MMw(z/0gm"

ハ伽冗, TheUniversityMuseum, TheUniversityof

Tokyo,Bulletin(19) :61-195.

BABA,H.&NARAsAKI,S.

1991MinatogawaMan, theOldestTypeofModernHomo

sapiensinEastAsia,7ｿzg鋤α花"f"yRes""/z,30(2) :

221－230．

BABA，H. ・NARAsAKI,S. 。OHYAMA, S.

1998MinatogawaHominidFossils andtheEvolutionof

LatePleistoceneHumansinEastAsia,A"ﾉ"0"/0gi"j

S""髄2,106(Supplement) :27-45.

HANIHARA,K.&UEDA,H.

1982Dentitionof theMinatogawaMan,1n:SuzuKI,H、＆

HANmARA,K. (eds.): ﾉﾄ伽fα加"z(IIM"z,TheUniversity

Museum,TheUniversityofTokyo, Bulletin (19) :

51 59．

長谷川善和

1980琉球列島の後期更新生の脊椎動物，第四紀研究, 18(4) :

263－267．

KIMuRA,T.&TAKAHAsHI,H

1984 0ntheCrossSectionofLowerLimbLongBones

inMinatogawaMan fromOkinawa,〃"wzz/ 0/

A"""ol09i"/Soc"yofM'"z, 92(2) :69 78

KoBAYAsIn,H. ･H正OsE,T・ ・SuGINo,M. ・WATANABE,N.

1974 TK99:Minatogawa,R"dyO""OW,16:384.

MATsu'uRA,S.

1982 RelativeDatingoftheMinatogawaManbyFluorine

Analysis.In:SuzuKI,H.&HANIHARA,K. (eds.) :

ハ伽"rOgUMzMz", TheUniversityMuseum,The

UniversityofTokyo, Bulletin(19) :205 208.

SuzuKI,H

1982 SkullsoftheMinatogawaMan. In:SuzuKI,H、＆

HANHIARA,K. (eds):峨泥arogm(xzA化",TheUniversity

Museum,The UniversityofTokyo,Bulletin (19) :7

4q

鈴木尚

1983 「骨から見た日本人のルツ｣，岩波書店, 226p･東京

1996 「骨｣，学生社, 237p.東京．

1998 「骨が語る日本史｣，学生汁, 242p.東京．

横山祐之

1992現代人の起源を探る．科学, 62:195 196.

伴出石器

伴出獣骨

発見されていない

リュウキュウジ力， リュウキュウムカシキョ

ソ， イノシシ等

フッ素分析で， 0.78％～1.32％（松捕, 1984)

以下は，馬場(1984)による

右上腕骨骨体上部・男性

右尺骨上l/3．女性？

左腸骨下半・男性

右大腿骨_上半・男性

右大腿骨下1/3．男性

右脛骨下1/3．男性

左脛骨体中央部・男性

右距骨・男性

左第1中足骨・男性

上記の人骨のうち，尺骨は他とは別の個体と

なる．大腿骨も別の個体左右脛骨と距骨は

同一個体の可能性大．その他は不明．

上部港川人骨の四肢骨の形態は，縄文時代人

の四肢骨と似る．

国立科学博物館人類研究部

現在のところ，販売されていない．

形態に関して，詳細な報告が出版されること

が望まれる．化石骨のラセミ化分析から，約

12,000年前より古いと推定されているが，予

察的であり (MATsu'uRA, 1999 ;松浦・近

藤2000)， 今後の年代学的研究の進展が待

たれる．

年代分析

人骨形態

保管場所

レプリカ

コメソト

21

ジョウブミナトガワ

16．上部港川

遺跡所在地

人骨部位

沖縄県具志頭村港川（松浦, 1984)

右上腕骨，右尺骨，左腸骨，右大腿骨（2），

右脛骨，左脛骨，右距骨，左第1中足骨（馬

場1984）

HI7"zos""g"s

大山盛保（松浦， 1984）

1968年3月（松浦・近藤2000）

系統分類

発見者

発見年

写真19

右上腕骨， 2
右大腿骨， 5

左脛骨， 8

上部港川出土人骨

右尺骨， 3．左第1中足骨，

左腸骨， 6．右大腿骨，
右脛骨， 9．右距骨

１

４

７
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引用文献

馬場悠男

1984上部港川人骨の形態人類学雑誌, 92(2) :112

松浦秀治

1984上部港川人骨のフッ素年代判定人頗学靴誌, 92(2) :

111－112．

MATsu'uRA,Shuji

1999Achr()nologicalreviewofPleistocenehumanremains

fromtheJapaneseArchipelago． 〃がe"""0"α/S"2"

s加加No． ll B: 181 197, InternationalResearch

CenterforjapaneseStudies.

松浦秀治・近藤恵

200O 日本列島の旧石器時代人骨はどこまでさかのぼるか：化

石骨の年代判定法． 「考古学と化学を結ぶ」 （馬淵久夫編) ，

東京大学出版会，東京（印刷中）

写真20 ：カダ原洞穴出土人骨（内面）

の程度は強い．骨の厚さは，約6mmから1Omm

である．

保管場所：東京大学総合研究博物館人類先史部門

レプリカ：現在のところ， 販売されていない．

コメント ：将来，数値年代の測定が望まれる．

引用文献

藤野雅之

1983 I_II下町第一洞穴~ 「日本の遺跡発掘物語1 :旧石器時代」

（森浩一監修), pp.275-301,社会思想社，東京．

沖縄県文化振興会・公文書館史料編集室

1998 「沖縄県史ビジュアル版2 ：考古l」，沖縄県教育委員会，

56p.沖縄．

鈴木尚

1975沖縄県に於ける洪積世人類の発見．人類学雑誌， 83:113

130．

1983 「骨から見た日本人のル ヅ｣，岩波書店, 226p.東京．

1998 「骨が語る[1本史|,学生社, 242p.東京．

力ダバル

17．カダ原洞穴

遺跡所在地 VI | '縄県伊江村（伊江島） ミナ|､原地内カダルi(

洞穴［鈴木（1975）は， 「カタ原」と記城し

ているが，現地では「カダ原」と記1|典してい

る （藤野, 1983)ので， ここでは，現地の呼

び名を優先させることとする］

左頭頂骨の後内側部（鈴木， 1975）

Hり脚0sα"のzs (鈴木, 1975)

多和田真淳（鈴木, 1983).標本は, 1966年

に平良進より鈴木尚にもたらされた（鈴

木， 1975）

1962年（鈴木， 1983）

石英製打製石器［スモモ形］ 1点，礫器？2

点（沖繩県文化振興会・公文苦館史料細集室，

1998)

シカ （藤野, 1983)

田辺義一によるフッ素分析で， 0.42％（鈴木，

1975）

以下は，鈴木(1975･1983･1998)による．

人骨は， 2個の破片に分かれている．化石化

人骨部位

系統分類

発見者

発見年

伴出石器

18． ゴヘズ洞穴

伴出獣骨

年代分析

遺跡所在地：沖縄県伊江村（伊江島） ゴヘズ洞穴

遺跡の特徴：標高約82mに位置し， 開口部は約2m,奥行

きは約19m

人骨部位：左下顎骨［第1次調査］ （池田, 1977)

前頭骨・左側頭骨・左上腕骨・右大腿骨．左

脛骨・右腓骨・右中足骨・中手骨2点・手指

の基節骨・上顎切1k12点［第2次調査] (111

口, 1978)

系統分類:HowOsaaE"s

発見者：伊江村教育委員会による，第1次調査と第2

次調査

発見年: 1976年9月5日から9月15日 （第1次調査) [左

下顎骨］ 1977年7月16日から7月22日 （第2次

調査） ［左下顎骨以外の骨］

伴出石器：発見されていない

伴出獣骨： コキクガシラコウモリ， アマミ トゲネズミ，

リュウキュウジ力． リュウキュウムカシキョ

人骨形態

了翰稲

｣胆

写真20 ：カダ原洞穴出土人骨（外面）
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ソ， ウミガメ類， オオヤマリクガメ， リュウ

キュウヤマガメ， ヤモリ類， キノボリトカゲ

類， ハブ， ハシブ|､ガラス（長谷川， 1977，

長谷川・野原・野苅谷・小Mf, 1978)

以前，骨角器と考えられた獣骨は， シカが燐

分の不足を補うために草食動物の骨を咬むオ

ステオファギアの結果だと考えられている

(加藤．長谷川・大山・川島・大城， 1978）

下顎骨は，後期更新世後期の可能性が示唆さ

れる． （松川, 1977)

第1次調査で発見された下顎骨は，性別は女

性の可能性が高く ，死亡年齢は歯の咬耗度か

ら30歳前後と排定される（池旧， 1977)．

第2次調査で発見された人骨は，性別や死亡

年齢を推定するには難しい（l l lu， 1978)．

沖縄県教育委員会

現在のところ，販売されていない．

今後，人骨を資料とした年代学的研究の進展

が望まれる．

lll口敏

1978 ゴヘズ洞出土の人骨について． 「沖繩県伊江島ゴヘズ洞ひ

調査：第2次概報｣, 1)p.18 21 ,伊1[村教育委員会，伊江杓

シモジバル

19．下地原洞穴

遺跡所在地 沖縄県具志川村（久米島）字具志川北原下地

原洞（長谷川・佐倉, 1983)

洞穴の全長は約185m, 洞11幅は平均約10m,

天井高は約8m(長谷川・佐倉, 1983)

乳幼児骨の全身骨略で，約50点出'ﾆしている

が同一ｲ|司休と考えられる（休倉, 1%3;SAKuRA,

1988)

〃ひ柳0""27fs

長谷川善和と大城逸郎，沖縄県立博物館によ

る第2次調査（佐倉， 1983）

国立科学博物館を中心とした第3次調査

(SAKuRA,1988)

1983年1月［下顎骨右半・右鎖骨．左右肩I=I1

骨片・右上腕骨・右大腿骨・脊椎骨・肋骨］

(佐倉, 1983)

1986年11月～12月［頭骨片．脊椎骨．肋骨．

尺骨・腓骨．中手骨](SAKuRA,1988)

発見されていない

リュウキュウジ力， リュウキュウムカシキョ
G

ソ等（長谷川・佐倉, 1983)

C-14法で, 15,200±100年BP(佐倉, 1983)

松浦秀治によるラセミ化分析で，約2～1.5万

年前（佐倉, 1983)

松浦秀治によるフッ素分析ill紅は, 0.21%[上

腕骨]･0.48％［大腿骨］ （佐倉, 1983;SAKuRA,

1988）

以下は，佐倉(1983)及びSAKuRA(1988)

による．

下顎体内面に観察される第2乳臼歯の歯胚洞

の大きさより， 死亡年齢は，生後8～10ヶ月

と推定される．

下顎骨・正'' 1部から下顎頭まで約55mm

上腕骨・長さ約70mm

大腿骨・骨端を除く長さ約85Inm

国立科学博物館人類研究部（暫定的）

現在のところ，販売されていない．

日本の旧石器時代人骨で，乳幼児骨が発見さ

れているのは，本遺跡のみである．将来，形

態及び年代についての詳細な報告が出版され

ることが望まれる．

年代分析 世跡の特徴

人骨形態 人骨部位

系統分類

発見者

保管場所

レプリカ

コメン ト

発見fl

畿

鴬 ， ‘
鵜 j

蝋#it~~ ：

伴出石器

伴出獣骨

年代分析

写真21 ：ゴヘズ洞穴出土人骨（下顎骨）
人骨形態

引用文献

長谷川善和

1977 ゴヘズ洞の獣類遺骸群集「沖繩県伊江島ゴヘズ洞の洲査

第1次概報｣, p.13,伊江村教育委員会伊江村．

長谷川善和・野原朝秀・野苅家宏・小IIY膿一

1978 ゴヘズ洞の獣類遺骸群集． 「沖繩県伊江烏ゴヘズ洞の調査

第2次概報｣, pp.8-17,伊江村教育委員会，伊江村．

池田次郎

1977下洞出土の人骨「沖縄県伊江島ゴヘズ洞の調査：第1次

概報｣,p. 14,伊江村教育委員会，伊江村．

加藤晋平・長谷川善和・大山廃保・川島由次・大城逸朗

1978摩耗痕のある鹿角について． 「~沖縄県伊江島ゴヘズ洞の調

査：第2次概報｣, pp.5 6, 伊江村教育委員会， 伊江村．

松澗秀治

1977 ゴヘズ洞出土鹿化石骨のウラン分析． 「沖縄県伊江島ゴヘ

ズ洞の調査：第1次概報｣, p.15,伊江村教育委員会， 伊

江村．

保管場所

ﾚﾌﾘｶ

コメソト
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20． ピンザアブ

遺跡1ﾘ『在地 沖縄県上野村（宮古烏）豊原ピソザアフﾞ ［山

羊洞］ （佐倉， 1985）

頭頂骨，後頭骨，尖頂骨，第5腰椎，第1中

手骨，手指末節骨，下右乳犬歯，下左第2切

歯，上左第2小臼歯（佐倉, 1985)

H0脚0sα〃α窓

大城逸郎・新垣義夫［後頭骨］ （佐倉， 1985）

長谷川善和［後頭骨小片・尖頂骨・頭頂骨・

第5腰椎・下右乳犬歯］ （佐倉， 1985）

沖縄県教育委員会文化課館1次調査［上左第

2小臼歯・下左第2切歯］ （佐倉， 1985）

沖縄県教育委員会文化課第2次調査［頭頂骨

片・右第1中手骨・手指末節骨］ （佐倉， 1985）

1979年8月［後頭骨] (佐倉, 1985)

1980年12月［後頭骨小片・尖頂骨・頭頂骨・

第5腰椎・下右乳犬歯］ （佐倉, 1985)

1982年11月［上左第2小臼l紫｢ ・下左第2切歯］

(佐倉， 1985）

1983年7月～8月［頭頂骨片・右第1中手骨・

手指末節骨］ （佐倉， 1985）

発見されていない

ハブ， キノボリ トカゲ， アオカナヘビ， オオ

ヤマガメ， ミナミイシガメ， アジアヒキガエ

ル， ヒメアマガエル， ケナガネズミ， ハタネ

ズミ， ヤマネコ， イノシシ（本州・九州型)，

ミヤコノロジカ（長谷川, 1985)

C 14法で, 25,800=t900年BP[木炭･TK

535]･26,800士1,300年BP[木炭･TK-60

5］ （浜田， 1985）

ラセミ化法で，約20,000年前（松浦， 1985）

フッ素分析値は， 0.655％［頭頂骨］ （松浦，

1985）

以下は，佐倉（1985） とSAKuRA(1981)に

よる．

後頭骨：性別は， 男性の可能性が高い．死亡

年齢は，比較的若い壮年．弱い横後頭隆起が

認められ，原始性がうかがえる．

頭頂骨：性別は， 男性の可能性が高い．死亡

年齢は，比較的若い壮年．

第5腰椎＄性別は，女性の可能性が高い．死

亡年齢は，壮年．

まとめとして，全体的に，港川人よりも原始

性が高い．

国立科学博物館人類研究部（暫定的）

現在のところ，販売されていない．

人骨を試料とした, C 14年代の測定が望ま

人骨部位

系統分類

発見者

~

一ー－■

｜ ~＝…＝震〃ヨ j
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写真22 ：下地原洞出土人骨（下顎骨）
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年代分析

写真23 ：下地原洞出土人骨（全身骨格）
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れるが，お茶の水女子大学の松浦秀治が予備

的に行った研究では， コラーゲソの残存状態

が悪かったという．

キ， キツネ， ヒグマ， ヒョウ， ゾウ科， シカ

属（ニホソジカ及びニホソムカシジ力）等

（河村, 1992)

年代分析:MATsu'uRA&UETA(1980)のラセミ化分析

データを基に再計算の結果，約3.2万年前の

ilYが得られている（河村, 1992)

コメソト ：本人骨は， 1974年に発見され，小片保［当

時，新潟大学医学部］により成人左大腿骨と

記載されて以来， 「帝釈観音堂人第1号」と

して旧石器時代人骨と考えられていた（小片，

1976).その後，長谷川善和［当時，国立科

学博物館］に標本のクリーニソグと模型製作

が依頼され，石灰華の除去作業を行ったとこ

ろ， ニホソジカの角の表Imに特有の蝋粒状彫

刻紋様が出現したため，小片保・長谷川善

和・山口敏［当時， 国立科学博物館］の三

者で1979年11月に標本の再検討を行い，結論

の発表は小片保が行う予定だったが， 1980

年1月に小片が急逝したために，長谷川善和

とI｣|口敏が発表した（長谷川・山n, 1981).

ニホソジカの角幹であるという結論は， ヒト

の大腿骨とシカの角との比l皎組織学的研究か

らも支持された（小泉, 1981).
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調査室年報｣, pp.100-101, 広島大学文学部，広島．
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写真24：ピンザアブ出土人骨（後頭骨及び尖頂骨）
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タイシャクカンノンドウ

追記：帝釈観音堂洞穴

広島県神石郡神石町永野観音堂洞穴（松崎

1969；篠崎， 1983）

ニホンジカの第1，第2枝問の角幹（長谷川・

山口, 1981)

[当初， ヒトの左大腿骨と判定されていた

(小片， 1976)］

広島大学文学部考古学教室帝釈峡遺跡群発掘

調査団［団長・松崎寿和広島大学教授（当時)］

1974年8月11日 （渡邊, 1981)

無し

ニホソジネズミ， ニホソモグラジネズミ ， ス

ミスネズミ ， ニホンムカシハタネズミ ， タヌ

遺跡所在地

上ムⅣ~~ ／イヴ口p 1.一

発見者

発見年

伴出石器

伴出獣骨
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これまでに， 日本で発見されている旧石器時代人骨を総

括した． リスト上では， 20遺跡があげられた．

1 ．遺跡の所在地の特徴

（1）北海道・東北地方には，全く分布していない

（2） 20遺跡中，本州及び四|玉|に約半分のll遺跡が分布し

ている．

（3） 20遺跡中，沖縄県に約半分の9遺跡が分布している．

2．人骨かどうか［帝釈観音堂洞穴を除く］

(1) 人骨ではないと判明したもの：葛生（一部）

（2） 人骨ではないとの疑いがあるもの：牛川

3． 人骨の残存

（1）港川の2体と下地原洞穴の1体以外は，すべて，一

部しか出土していない

4． 人骨と石器の伴出

人骨と石器が伴出した遺跡は，鹿野川・聖嶽・岩戸・山

下町第一洞穴の4遺跡である．但し，鹿野川は詳細な報告

が出版されておらず， 山下町第一洞穴は考古学者から疑問

も提出されているので，聖嶽洞穴と岩戸の2遺跡となる．

5．時代

（1） 20遺跡中，放射年代が報告されている遺跡は，浜北・

三ヶ日・山下町第一洞穴・港川・下地原洞穴・ピソザ

アブの6遺跡しかなく，他の遺跡についてもこれから

の研究が待たれる．

（2） 出土人骨で更新世ではないとの疑いがあるものには，

日本橋・泊洞穴・ Iﾘ1石・夜見ケ浜・聖嶽洞穴・岩戸・

桃原洞穴の7遺跡出土資料があり， その結果， 旧石器

時代人骨の遺跡としては， 11遺跡にその数が減ること

になる．

更に問題点としては， 以下が挙げられる

1． 20遺跡中，最初の報告以来，人骨の形態学的研究が

別の研究者により再研究されたものは，葛生・明石・

港川の3遺跡しかなく， これからの再研究が待たれる．

2． 20遺跡中，考古学的な再発掘が行われた遺跡は， 明

石・聖嶽洞穴・港川の3遺跡しかなく， これからの再

調査が待たれる．

3．北海道・東北地方からの旧石器時代人骨の発見が待

たれる．
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Abstract

PalaeolithicHominidsofJapan

ShuichiroNARAsAKI'･HisaoBABA2･ShujiMATsu'uRA3･MegumiKoNDo3

｣D"α"脚"i0/A72/〃γO加/ogy,Gz"""αハ伽s"""ofMz""海IHIsroﾊﾉ

2D""7"""0/A""z""/ogy,Mz"0"αイSci""A"Isα"", 7りんyO

3Rz""Jﾉ 0/跡""""".危＆凸加"www""/S""",O(""(7""z況切""応"y

In thispaper,wereviewPalaeolithichominidsof

Japan. The site list reaches 20 sites fromTochigi

prefecture toOkinawaprefecture.Theyare,Kuzuu

(Tochigi),Nihonbashi(Tokyo),TomariCave(Toya-

ma) , Hamakita(Shizuoka) , Mikkabi (Shizuoka) ,

Ushikawa(Aichi) , Akashi (Hyogo) , Yomigahama
申

(Tottori) ,Kanogawa(Ehime) ,HijiridakiCave(Oita) ,

Iwado(Oita) Tobaru,Cave(Okinawa),OyamaCave

(Okinawa),YamashitachoCavel(Okinawa),Minato-

gawa (Okinawa) , UpperMinatogawa(Okinawa) ,

KadabaruCave(Okinawa),GohezuCave (Okinawa) ,

ShimojibaruCave(Okinawa), andPinza abu (Oki-

nawa) .

However, the bone specimen fromtheTaishaku

KannondocaveandpartofKuzuuremains arenon

human・ AIso、 there are somedoubt on thehu-

manstatusoftheUshikawahumerus. Additionally,

Nihonbashi,TomariCave,Akashi,Yomigahama,

Iwado,andTobaruCavearedoubtedontheantiqui-

tvofbones.

Therefore, thePalaeolithichominids inJapanre-

ducedthenumberfrom20tollsites.Wepointout

several problems on thePalaeolithic himinids of

Japan.

l. Further chronometric dating studiesmust be

needed.

2. Nohominidremainshavebeellvet foundfrom

Hokkaido and Tohoku District, and few from

ShikokuDistrict.

3． Re-studies on themorphologyof thehominid

relnalnsarenecessarv.
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